
   

平成１８年度京田辺市一般会計当初予算の概要 
 

 

 

 

 

一般会計当初予算の特徴について 
 

 

・ 平成１８年度一般会計当初予算は、厳しい財政状況の中、予算編成方針に掲げる

３つの留意点（新総合計画の具体的推進・新行政改革の理念反映・緊急重点事業

への積極配分）に配慮し、徹底した経常経費の削減と大幅な普通建設事業の抑制

に踏み切った結果、総額は１９８億５０００万円となり、対前年度比△５．３％

（１１億円減）の「緊縮予算」となった。 

 

 

・ 「新総合計画の具体的推進」においては、「第３次京田辺市総合計画」に掲げる

まちづくりの方向性である「だれもが安全・安心に暮らせるまちづくり」「快適

で活力にみちたまちづくり」「心にうるおいのあふれるまちづくり」を具体的に

推進するための事業を計上した。 

 

・ 「緊急・重点事業への積極配分」においては、震災対策、アスベスト対策等、緊

急に対応が必要な事業や、子育て支援、障害者福祉の充実をはじめ、市民生活の

「安全・安心」につながる重点事業に対して積極的に予算を配分した。 

 

・ 「新行政改革の理念反映」においては、「第３次京田辺市行政改革大綱」に掲げ

る改革に向けた基本的視点のうち「財政健全化への改革」や、改革への取り組み

のうち「効率的な行財政運営」の推進を念頭におき予算を編成した。 

 

     

  ・「歳入」においては、国調人口の増等により地方交付税が対前年度比＋１５．８％

（３億円の増）と増加に転じた一方、普通建設（補助）事業の大幅な減少により、

国庫支出金（対前年度比△１７．３％、約４億８２００万円の減）、府支出金（対

前年度比△１２．９％、約１億２７００万円の減）、基金繰入金（対前年度比△３

２．１％、約５億５００万円の減）市債（対前年度比△１６．６％、約３億８８０

０万円の減）等の特定財源が大幅に減少した。 

   

・「目的別歳出」においては、リサイクルプラザ建設事業の減少等により衛生費が対

前年度比△３１．９％（約６億９８００万円の減）、市営住宅建設費の完了等によ

り土木費が対前年度比△１４．０％（約６億６９００万円の減）となった一方、河

原保育所建替え事業の増や児童手当の拡充等により民生費が対前年度比＋３．２％

（約１億６９００万円の増）となった。 
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・「性質別歳出」においては、職員数の抑制等により人件費が対前年度比△２．２％

（約１億２２００万円の減）、児童手当の拡充等により扶助費が対前年度比＋６．

７％（約１億９１００万円の増）、公債費が対前年度比＋９．３％（約２億２３０

０万円の増）となった。また、普通建設事業が対前年度比△２８．１％（約１１億

９０００万円の減）となったが、その内訳は、補助事業が対前年度比△３３．４％

（約１０億２０００万円の減）単独事業が対前年度比△１４．５％（約１億７００

０万円の減）である。 

 

 

 

新総合計画の具体的推進について 
 

 

 

 

 

・ 平成１８年度予算に計上した新規、拡充、その他重点事業を、「第３次京田辺市

総合計画」に掲げる３つのまちづくりの方向性に分類したものは、次のとおりで

ある。 

 

１ だれもが安全・安心に暮らせるまちづくり 

 

    （心がかよいふれあうまち・健やかで安心して暮らせるまち・安全で人にやさし

いまち） 

 

・女性交流支援ルーム設置費        新   12,300千円 ［男女共同参画］  

  ・地学連携推進事業           拡   2,000千円 ［市民活動］ 

・いきいき（子育て期）健診       新    4,982千円 ［健康づくり］ 

・障害者生活支援センター運営委託料   新    11,700千円 ［障害者福祉］ 

・介護予防教室委託料              11,100千円 ［高齢者福祉］ 

・国民保護計画作成費               2,200千円 ［危機管理］ 

・河原保育所建設事業              68,700千円 ［児童福祉］ 

・地区公民館整備費（負担金）           61,000千円 ［ｺﾐｭﾆﾃｨ活動］ 

・北部分署消防自動車更新             30,000千円 ［消防］ 

・黒田川河川改修事業               70,000千円 ［河川整備］ 

・草内美泥排水路整備事業              31,000千円 ［排水路］ 

 

 

２ 快適で活力にみちたまちづくり 

 

（調和のとれた便利なまち・快適で住みよいまち・活力とにぎわいのあるまち） 

 

・京田辺市環境基本計画推進費      拡    2,000千円 ［環境美化］ 

・新産業創出交流センター負担金           6,670千円 ［新産業創出］ 

・起業家育成入居施設費補助金      新     4,000千円 ［新産業創出］ 

・新地域農場づくり事業補助金            11,000千円 ［農業］ 
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・三山木地区特定土地区画整理事業       2,048,000千円 ［市街地整備］ 

・地方特定道路整備事業（興戸二又線等）      69,829千円 ［道路網］ 

 

 

 

３ 心にうるおいのあふれるまちづくり 

 

    （自然と共生する美しいまち・心豊かな人を育てるまち） 

 

・三山木地区まちづくり調査費            7,000千円 ［都市景観］ 

・田辺中学校整備基本計画作成費     新     1,800千円 ［学校教育］ 

・田辺公園プール土曜夜間開館      拡     2,400千円 ［スポーツ］  

・防賀川公園整備事業              56,000千円 ［公園緑地］ 

・多目的運動広場整備事業              46,500千円 ［スポーツ］ 

 

 

 

緊急・重点事業への積極配分について
 

 

 

 

 

・ 平成１８年度当初予算においては、震災対策、アスベスト対策、子育て支援等、

「市民生活の安全・安心につながる緊急・重点事業」に対して積極的に予算を配

分することにしたが、その内容は次のとおりである。 

 

 

①震災対策 

 

・木造住宅耐震診断士派遣委託料     新     2,800千円 ［住環境］ 

・田辺東小学校耐震補強事業等設計費   新     5,100千円 ［防災］ 

 

   ②アスベスト対策 

 

  ・アスベスト検査料補助金        新    1,000千円 ［住環境］ 

・中央公民館アスベスト対策工事            28,500千円 ［防災］ 

 

  ③子育て支援 

 

・いきいき（子育て期）健診【再掲】   新    4,982千円 ［健康づくり］ 

・乳幼児法令外予防接種助成                600千円 ［健康づくり］ 

・児童手当（小学校修了まで）          407,375千円 ［児童福祉］ 

・河原保育所建設事業【再掲】          68,700千円 ［児童福祉］ 

・留守家庭児童会施設整備費(薪、三山木)      29,550千円 ［児童福祉］ 
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  ④その他の「安全・安心」対策 

     

・京都府衛星通信系情報システム整備費       16,900千円 ［防災］ 

・あんしん歩行エリア実施計画作成費   拡    2,300千円 ［交通安全］ 

・保護者向け情報配信サービス事業    新    3,600千円 ［防犯対策］ 

・子どもの居場所づくり開設費補助金   新       500千円 ［青少年育成］ 

・障害福祉サービス負担対策事業           3,730千円 ［障害者福祉］ 

・ＡＥＤ設置費                   1,735千円 ［消防］ 

・北部分署消防自動車更新【再掲】          30,000千円 ［消防］ 

 


